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十和田中諏テフラと生態系

TowadaChuseritephraanditsimpactonecosystem

十和'-11巾派テフラ（Tb-Cu）は十和田カルデラの峻火活動によってもたらされ，｜-和田カルデラの東方をj1illlに大きな梢

''1を描くように分布している。このテフラは，大池昭二（1972）によって，巾揮浮石として初めて記載され，その後早川

(1983）によってその噴火様式が明らかにされた。早川（1983）によれば|･flI田中抑テフラは，ド位からrl-l仰峰石，命ヶ

沢軽石,字神部火山灰の３部膳からなる。また,下部の11-1抑軽石が:最も大規棋な噴火によってもたらされ,その噴|+|量は６．５

kｍ3と計算された。峻火様式は''１程度の強さのプリニアン噴火とされ，箱根東京軽石と同程度のものと考えられた。年代

は後藤・辻（2000）による放射性炭素年代から炭素年で約ＳＯＳＯｙｒＢＰと兄積もられる。

卜和'二'111-1派テフラはﾉ!§態系に人きな影群を及ぼした。八IIImlllではブナ林が降灰と同時に衰退し，コナラjMi属に取っ

て代わられたことが花粉分析によって明らかにされている（辻ほか，1983)。青森平野南部の大矢沢野田（１）遺跡では，

このテフラ降灰直後にクリが急噌し，円筒式ｋ器をもつ人々の活動が活発化したことが明らかにされている（後藤・辻，

2000)。円筒式土器がこのテフラ降灰の直後に出現することから（展・茅野，2006)，十和剛-1抑テフラは，円筒土器文化

の形成に深くかかわったと考えられる（辻，2006)。
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図１ノく矢沢1ＭＩＩ（１）遺跡の「純文の谷|の埋積物

人物の頭の位置に｜･和田中抑テフラが挟在．
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図２図１の慨蝋における十,|､l田中抑テフラ．

(辻誠…郎Sei-ichiroT1Suii）

１

図３八ll1H-IIlI田代平湿原における泥炭１Ｗ断面．下

部に-'一和'11中諏テフラ，上部に-|一和田ａテフラとｒＩ

頚山苫小牧テフラが挟在．
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図４１叉'３の十和H11lll噸テフラ．


